
総 務 生 活 常 任 委 員 会 

日時：令和７年７月７日（月） 

予算・決算特別委員会 

総務生活分科会終了後 

場所：第１委員会室 

 

１ 付託議案の審査 

 ○報告第８号 専決処分した事件の承認について 

（島田市税条例の一部を改正する条例） 

 

○議案第43号 島田市税条例の一部を改正する条例について 

 

○議案第45号 島田市新庁舎等整備基本計画審議会条例を廃止する条例について 

 

○議案第46号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 

 

２ 所管課からの報告事項 

 〇市長戦略部 

  ・戦略推進課 第３次島田市総合計画策定に係るタウンミーティングの開催につい

て 

  ・広報プロモーション課 2025大阪・関西万博「地方創生SDGsフェス」出展報告に

ついて 

 

○地域生活部 

  ・市民協働課 「未来を担う女性フォーラム ～ 女性議会エピソード０ ～ season

２」の開催について 

 

３ その他 

  ・所管事務調査について 
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付託議案審査項目（総務生活常任委員会）

議　案　名　及　び　内　容

令和

◎令和７年６月19日上程議案

議案頁



 

第３次島田市総合計画策定に係るタウンミーティングの開催について 

（市長戦略部戦略推進課） 

１ 目的 

第３次島田市総合計画策定において、都市の将来的な構造や土地利用などを踏

まえ、市民生活に身近な「地域別まちづくりの方向性」を策定するにあたり、こ

れから地域住民と市がどのような役割分担でまちづくりを推進していくかを考え

るため、市内６地域でタウンミーティングを開催する。 

 

２ 開催日時・会場 時間：19:00～20:30 

日付 地域 会場 

7/3(木) 旧市内・大津 島田市役所 大会議室 

7/10(木) 六合 六合公民館（ロクティ） 第１・２集会室(2F) 

7/18(金) 大長・伊久身 北部ふれあいセンター コミュニティホール 

7/22(火) 金谷 金谷公民館（みんくる） 集会室１・２(2F)  

7/31(木) 初倉 初倉公民館（くらら） 多目的ホール 

8/7(木) 川根 川根地区センター 研修室 

 

３ 参加者 

・対 象 者：自治会・町内会役員等関係者、一般公募の方 

・人  数：定員30人（５人×６グループ）程度 

 

４ 内 容 

・事務局説明 

第３次島田市総合計画（案）の概要 

地域の概況（人口推計等） 

市民アンケート結果からみる地域別ニーズ 

・ワークショップ（60分） 

地域別まちづくりの進め方について 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

・９月25日  第８回総合計画策定委員会（※１） 

・10月21日  第４回総合計画審議会  （※２） 

・11月６日  第９回総合計画策定委員会    

・11月18日  第５回総合計画審議会 

・11月21日～ パブリックコメントの募集（12月20日まで） 

・１月７日  第10回総合計画策定委員会 

・１月26日  第６回総合計画審議会 

・１月30日  答申 

・２月   議案提出 

※１：市長を委員長とし、副市長、教育長、全ての部長で組織する庁内検討組織 

※２：学識経験者、各種団体代表者、行政委員等で組織する外部検討組織 

令和７年７月７日 

総務生活常任委員会 
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総務生活常任委員会資料【報告事項】 

市長戦略部 広報プロモーション課 

 

2025 大阪・関西万博「地方創生 SDGs フェス」出展報告 

 

１．出展目的 

島田市緑茶化計画を旗印としたシティプロモーションの取組みを全国さらには

世界に発信することで、本市の認知度向上を図り、交流人口の増加や地域産業の活

性化に繋げる。 

 

２．出展概要 

日   程：令和７年５月 28 日（水）～６月１日（日） 10：00～20：00 

※初日(５月 28 日)は、13 時までメディア報道内覧、13 時から一般来

場公開 

会   場：2025 年日本国際博覧会 会場内（大阪 夢洲） EXPO メッセ「WASSE」 

出 展 者：39 団体（県、市町村、複数自治体共同） 

展示ブース：サイズ３ｍ×３ｍ 

内   容： 「島田市緑茶化計画」をコンセプトとした空間を演出し、本物の茶

の木の展示や茶揉み工程のアトラクション「茶もみ FACTORY」などに

よりお茶の魅力を発信するとともに、動画の放映やチラシの配布、緑

茶化計画関連商品の販売などを通じて本市の魅力を発信した。 
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３．来場者数、販売状況及びクーポン券配布状況 

 (1) 来場者数（暫定） 

  ① 「地方創生 SDGs フェス」全体：41,450 人（内閣府調べ） 

  ② 「島田市ブース」来場者数：約 8,000 人（推計） 

  ③ 「茶もみ FACTORY」体験者数：1,803 人 

    

 (2) 販売状況 

  ① 売上金額：279,100 円 

  ② 購入者数：289 人 

 

 (3) クーポン券（大井川であそぼうけん）配布状況 

  ① 配布枚数：2,000 枚 

  ② 割引内容 

№ 施設名 割引内容 

１ 川根温泉ふれあいの泉 川根温泉入浴１回 

２ 193VALLEY BREWING ビール１本 

３ 朝日園 ３種のお茶、お茶菓子 

４ 蓬莱橋 897.4 茶屋 濃い煎茶ソフトクリーム１個 

５ TOURIST INFORMATION おおいなび 緑茶水道１杯 

６ 島田市観光協会 旅行ツアー500 円割引 

  ③ 利用期限：令和８年２月 28 日（土） 

 

４．メディア掲載 

 (1) 「地方創生 SDGs フェス」全体／内閣府調べ（令和７年６月 12 日報告） 

  ・メディア媒体掲載実績 

ＴＶ、新聞、WEB メディア 250 件 

 

 (2) 「島田市ブース」／島田市調べ 

  ・メディア媒体掲載実績 

ＴＶ、新聞、WEB メディア  37 件 
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５．来場者アンケート 

イベント期間中、ＱＲコードを活用した来場者アンケートを実施し、159 件回収

した。  
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 島田市制施行 20周年  

 

 

令和７年度 男女共同参画啓発事業 

「未来を担う女性フォーラム ～ 女性議会エピソード０ ～ season２」の開催について 

 

１．目 的 

男女共同参画行動計画の施策として、男女共同参画の啓発、女性活躍の推進及び女性の人材育

成等の実現を目指すため開催する。 

また、明治９年の浜松県公選民会の代議人選挙において、市内横岡の女性が日本で初めて投票

権を行使したことの周知も目的としている。そのため、本年度の開催日は、島田市が制定した「男

女共同参画の日（７月 30日）」直前の土曜日に実施する。 

 

２．経 過 

平成 26 年度から男女共同参画啓発事業として女性議会（模擬議会）を毎年開催していたが、

令和５年度に第 10 回の節目を迎えたため、過去の女性議会参加者等によるワークショップから

出た意見や学識経験者（静岡県立大学教授）のアドバイスを基に、リニューアル事業の協議、検

討を行い、令和６年度から「未来を担う女性フォーラム～女性議会エピソード０～（政治編）」

を開催している。令和７年度は、テーマを「女性の活躍と経済（企業編）」として開催する。 

 

３．日  時  令和７年７月 26日（土） 13時 30分から 16時 00分まで（予定） 

 

４．会  場  島田市役所３階 大会議室東西 

 

５．事業概要 「 未来を担う女性フォーラム ～ 女性議会エピソード０ ～ season２ 」 
 

〇 開会・主催者挨拶 13時 30分～ 

 

〇 第一部 基調講演 13時 35分～14時 15分（約 40分：質疑応答含む） 

・演 題 「 経済分野における女性活躍の現状と課題 」 

・講 師 静岡県立大学 国際関係学部 教授 

同大学男女共同参画推進センター長 犬塚 協太 氏 

  

〇 第二部 パネルディスカッション 14時25分～15時25分（約60分：質疑応答含む） 

・テーマ 「 女性の活躍と経済 」 

 ・パネリスト 島田市長 ：染谷絹代 氏 

有識者  ：犬塚協太 氏（静岡県県立大学教授） 

女性管理職：山本麻美 氏（株式会社 冨永事業 代表取締役） 

女性起業家：杉本真美 氏（つむぎCAFÉ オーナー） 

フリーアナウンサー：片川乃里子 氏 ※兼進行 

 

〇 座談会 パネルディスカッション終了後に実施する予定 15時30分～16時00分（約30分） 

 ・一般参加者、静岡県立大学生約20人、男女共同参画啓発推進員３人 ほか 

 

６．そ の 他   後日、YouTubeで動画を配信（予定） 

 

令和７年７月７日（月） 

地域生活部 市民協働課 





令和７年度総務生活常任委員会所管事務調査　視察候補先一覧

事業名 自治体名 特記事項

バイオマス資源化センターみとよ 香川県三豊市 ・微生物による処理を行い固形燃料にするトンネルコンポスト方式を導入。
・民間企業が施設を作り運営を行う民設民営方式。

スマートシティたかまつ推進事業 香川県高松市 ・市民全員がデジタル技術を活用でき、社会全体のDXを進めることで、誰も
が、どこからでも利便性を享受できる「スマートシティたかまつ」の実現を目
指す。
・平成29年4月に設置した情報政策課ICT推進室（現デジタル戦略課）を中心と
して、IoTなどを活用して、複数分野のデータの収集・分析等を行う共通プ
ラットフォームを構築し、データ収集・分析等を行っている。

税外滞納債権の一元徴収体制 香川県善通寺市 ・市の財源確保と公平公正な行政の確立のため、法的措置等の専門的な手法を
駆使し、税外債権発生各課の未収金の徴収体制を一元化し、債権回収を行って
いる。

AIデマンド交通「のるーと徳島市」の実証運行 徳島県徳島市 ・決まった時刻表や運行ルートがなく、AIが予約状況に合わせて運行ルートを
設定し走る乗合バス。
・2024年１月から2025年３月まで実証運行していた。

緑茶化計画に係る下北沢へのポップアップ
ショップ出店

東京都世田谷区 ・東京都世田谷区の「下北沢」にて、島田市緑茶化計画をコンセプトとした
「ポップアップショップ」を出店。
・島田市が誇る緑茶をテーマに特産品の販売や体験プログラムなどの実施とと
もに、メディア・ＳＮＳ等を活用したプロモーション活動を展開する。
・期間：令和７年10月１日（水）～10月31日（金）（予定）
・場所：SHIMOKITA COLLEGE（シモキタカレッジ）イベントスペース

マイナンバーカードの有効活用“前橋モデル”
の構築

群馬県前橋市 ・「マイナンバーカード１枚でできること“前橋モデル” 」として、母子保
健、公共交通、医療、ひいては災害時の利活用を目指している。
・「マイナンバーカード×スマホ×顔認証による“まえばしID”」を構築し、
市⺠が⼿ぶらで様々な⾏政サービスや⺠間サービスを享受できる環境を提供。

公共交通を活用したコンパクトなまちづくり 富山県富山市 ・鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、公共交通の沿線に居住、商
業、業務、文化等の都市の諸機能を集中させることによる、公共交通を軸とし
た拠点集中型のコンパクトなまちづくりに取り組んでいる。


